



7Science & Technology Trends   July  2004
chromosome 22”，The International 
Chimpanzee Chromosome 22 
Consortium, Nature Vol.429, p382



























































（参考文献：“DNA sequence and 












































































































めている（Nature genetics vol.32 
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に、温度圧力は約 300 ～ 500℃、
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洋の海面水温データから、海洋‐
大気結合モデルを用いて、最大2
年間のリードタイムでこの期間内
の主なエルニーニョ現象は予測可
能であったと発表した（Nature，
Vol.428，p733（2004））。Chen ら
はこのデータから、エルニーニョ
の発生は、確率的な大気のノイズ
が本質なのではなく、自律的な海
洋内部の力学によって制御されて
いると結論した。従来の研究では、
予測には海面水温データだけで
なく海洋内部の水温データも必要
とされていたので、予測実験が可
能なのは過去 50年程度であった。
今回の研究では、過去の断片的な
データを再構成して対象期間を延
ばすとともに、過去の海面水温デ
ータから海洋内部の状態と海洋表
面の風を推定することで、長期間
の予測実験を可能とした。
　海洋‐大気相互作用を研究して
いる北海道大学の見延庄士郎助教
授によれば、Chen らの研究によ
り海面水温のみからでもエルニー
ニョ予測が可能とされたこと、19
世紀末の大きなエルニーニョを20
世紀末の大きなエルニーニョとと
もに予測できたことは高く評価で
き、もし彼らの結論が正しければ、
西風バーストはエルニーニョ発生
の最後の一押しに過ぎないと考え
られるという。
　長期気象予報は、製造業、流通・
小売など産業活動にとって経営戦
略を左右する重要な情報である。
エルニーニョの予測可能性が高ま
れば、長期気象予報の確度も高く
なるものと期待される。
